
母性看護学演習ⅡＢ

科目名
担当教員

(研究室番号)

否

否

科目
目的

到達
目標

回
授業
方法

１回 　永見 講義

２回 　永見 演習

３回 　永見 演習

４回 　永見 演習

５回 　永見 演習

６回 　永見 演習

７回
　永見
　 他

演習

８回
　永見
　 他

演習

９回
　永見
　 他

演習

10回
　永見
　谷口

演習

11回
　永見
　 他

演習

12回
　永見
　 他

演習

周産期におけるチーム医療の課題の明確
化と看護管理者の役割の理解①

周産期医療体制や周産期母子医療センター機能の理解に基づ
き、MFICUおよびNICUでのチーム医療の課題と看護管理者の果た
すべき役割について考察する。

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解①

MFICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・MFICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

周産期医療体制・周産期母子医療セン
ター機能の理解②

三重県の周産期医療体制の現状と課題、周産期母子医療セン
ターの機能と役割について理解する。

周産期におけるチーム医療の課題の明確
化と看護管理者の役割の理解②

周産期医療体制や周産期母子医療センター機能の理解に基づ
き、MFICUおよびNICUでのチーム医療の課題と看護管理者の果た
すべき役割について考察する。

周産期におけるチーム医療の課題の明確
化と看護管理者の役割の理解③

周産期医療体制や周産期母子医療センター機能の理解に基づ
き、MFICUおよびNICUでのチーム医療の課題と看護管理者の果た
すべき役割について考察する。

オリエンテーション
学習内容・方法、到達目標の理解

科目目的、到達目標、学習内容・方法を理解する。
・今後のスケジュール、学習方法について
・課題学習について

成績評価方法
(基準)

必要時、紹介します。

周産期医療体制・周産期母子医療セン
ター機能の理解①

三重県の周産期医療体制の現状と課題、周産期母子医療セン
ターの機能と役割について理解する。

学習項目 学習内容
主担当
教　員

専門科目
選択
区分

母性看護学演習ⅡＢ
Maternity Nursing
Seminar ⅡＢ

コース
必修

単位数
(時間)

永見 桂子（102）
大平 肇子（104）
谷口 晴記（非常勤）
盆野 元紀（非常勤）

教員への連絡方法
(メールアドレス)

3(90)

備考

受講者への
メッセージ

個々のプレゼンテーションとディスカッション、臨地での実践を通して学んでいくため、事前学習をしっかり行う
ことが必要です。主体的・積極的な取り組みにより、自らの研究課題の探究へと発展することを期待します。

履修
年次

1年次
後期

科目
区分

授業
形態

演習

科目等
履修生

遠隔授業

参考書等

　周産期における母子とその家族へのプライマリケア、緊急事態への対応の実際を学び、周産期母子援助を的確に行うための
臨床判断能力を養う。さらに、エビデンスの臨床への適応、ケアチーム間の調整、看護管理の実際を学び、周産期母子援助と
そのシステムを充実発展させるうえで、リーダーシップを発揮できる能力を養う。

１．周産期における母子とその家族へのプライマリケアと緊急事態に応じた看護方法を実践的に探究することができる。
２．母性看護専門看護師の活動の実際を学び、周産期母子援助場面での役割について考察することができる。
３．周産期母子援助における研究動向の現状と課題を理解し、母性看護専門看護師が取り組むべき研究課題について考察する
　ことができる。

必要時、紹介します。

教科書

レポート（50点）、プレゼンテーション（40点）、ディスカッションへの参加状況（10点）

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解②

MFICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・MFICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解③

MFICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・MFICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解④

MFICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・MFICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解⑥

NICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・NICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解⑤

NICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・NICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解



母性看護学演習ⅡＢ

回
授業
方法

学習項目 学習内容
主担当
教　員

13回
　永見
　 他

演習

14回
　永見
　盆野

演習

15回
　永見
 　他

演習

16回
　永見
　 他

演習

17回
　永見
   他

演習

18回
　永見
　谷口

演習

19回
　永見
　盆野

演習

20回
　永見
　 他

演習

21回
　永見
　 他

演習

22回
　永見
　 他

演習

23回
　永見
　 他

演習

24回
　永見
　 他

演習

25回
　永見
　 他

演習

26回
　永見
　 他

演習

27回
　永見
　 他

演習

28回
　永見
　 他

演習

29回
　永見
　 他

演習

30回
　永見
　 他

演習

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解①

産科病棟（MFICU・NICUを含む）での母性看護専門看護師の活動
場面への参加観察を通じて、専門看護師に求められる包括的・
総合的な看護実践、卓越した看護実践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑦

外来（産婦人科外来、助産外来、周産期精神科外来など）での
母性看護専門看護師の活動場面への参加観察を通じて、専門看
護師に求められる包括的・総合的な看護実践、卓越した看護実
践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解②

産科病棟（MFICU・NICUを含む）での母性看護専門看護師の活動
場面への参加観察を通じて、専門看護師に求められる包括的・
総合的な看護実践、卓越した看護実践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解③

産科病棟（MFICU・NICUを含む）での母性看護専門看護師の活動
場面への参加観察を通じて、専門看護師に求められる包括的・
総合的な看護実践、卓越した看護実践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解④

産科病棟（MFICU・NICUを含む）での母性看護専門看護師の活動
場面への参加観察を通じて、専門看護師に求められる包括的・
総合的な看護実践、卓越した看護実践能力について理解する。

ガイドラインを活用した周産期における
母子とその家族へのプライマリケアの理
解①

ガイドラインを活用した体験事例の分析を通して、周産期にお
ける母子とその家族へのプライマリケアの実際を学び、周産期
母子援助を的確に行うための臨床判断能力を養う。
・ガイドラインの推奨例に沿った周産期のプライマリケアに関
する体験事例の分析

ガイドラインを活用した周産期における
母子とその家族の危機的状況に応じた看
護方法の理解①

ガイドラインを活用した体験事例の分析を通して、周産期にお
ける母子とその家族の緊急事態への対応の実際を学び、周産期
母子援助を的確に行うための臨床判断能力を養う。
・ガイドラインの推奨例に沿った周産期の緊急事態への対応に
関する体験事例の分析

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解⑧

NICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・NICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

ガイドラインを活用した周産期における
母子とその家族へのプライマリケアの理
解②

ガイドラインを活用した体験事例の分析を通して、周産期にお
ける母子とその家族へのプライマリケアの実際を学び、周産期
母子援助を的確に行うための臨床判断能力を養う。
・ガイドラインの推奨例に沿った周産期のプライマリケアに関
する体験事例の分析

ガイドラインを活用した周産期における
母子とその家族へのプライマリケアの理
解③

ガイドラインを活用した体験事例の分析を通して、周産期にお
ける母子とその家族へのプライマリケアの実際を学び、周産期
母子援助を的確に行うための臨床判断能力を養う。
・ガイドラインの推奨例に沿った周産期のプライマリケアに関
する体験事例の分析

リーダーシップとコーディネーター的役
割の明確化および実践的理解⑦

NICU看護管理者の活動場面への参加観察を通して、ケアチーム
間の調整、看護管理の実際を学び、リーダー的役割能力を養
う。
・NICU看護管理者のリーダーシップとコーディネーター的役割
の明確化および実践的理解

ガイドラインを活用した周産期における
母子とその家族の危機的状況に応じた看
護方法の理解②

ガイドラインを活用した体験事例の分析を通して、周産期にお
ける母子とその家族の緊急事態への対応の実際を学び、周産期
母子援助を的確に行うための臨床判断能力を養う。
・ガイドラインの推奨例に沿った周産期の緊急事態への対応に
関する体験事例の分析

母性看護専門看護師の役割の明確化およ
び実践的理解②

母性看護専門看護師の活動（実践・教育・相談・コーディネー
ション・倫理的調整）の実際を学び、周産期母子援助場面での
役割について考察する。
・母性看護専門看護師が看護実践・倫理的調整において果たす
べき役割と課題の理解に基づく自己課題の明確化

母性看護専門看護師の役割の明確化およ
び実践的理解①

母性看護専門看護師の活動（実践・教育・相談・コーディネー
ション・倫理的調整）の実際を学び、周産期母子援助場面での
役割について考察する。
・母性看護専門看護師が看護実践・倫理的調整において果たす
べき役割と課題の理解に基づく自己課題の明確化

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑤

産科病棟（MFICU・NICUを含む）での母性看護専門看護師の活動
場面への参加観察を通じて、専門看護師に求められる包括的・
総合的な看護実践、卓越した看護実践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑥

産科病棟（MFICU・NICUを含む）での母性看護専門看護師の活動
場面への参加観察を通じて、専門看護師に求められる包括的・
総合的な看護実践、卓越した看護実践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑧

外来（産婦人科外来、助産外来、周産期精神科外来など）での
母性看護専門看護師の活動場面への参加観察を通じて、専門看
護師に求められる包括的・総合的な看護実践、卓越した看護実
践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑨

外来（産婦人科外来、助産外来、周産期精神科外来など）での
母性看護専門看護師の活動場面への参加観察を通じて、専門看
護師に求められる包括的・総合的な看護実践、卓越した看護実
践能力について理解する。



母性看護学演習ⅡＢ

回
授業
方法

学習項目 学習内容
主担当
教　員

31回
　永見
　 他

演習

32回
　永見
　 他

演習

33回
　永見
　 他

演習

34回
　永見
　 他

演習

35回
　永見
　 他

演習

36回
　永見
　 他

演習

37回
　永見
　 他

演習

38回
　永見
　 他

演習

39回
　永見
　 他

演習

40回
　永見
　 他

演習

41回
　永見
　 他

演習

42回
　永見
　 他

演習

43回
　永見
　 他

演習

44回
　永見
　 他

演習

45回
　永見
   他

演習

専門領域の重要課題に関する研究動向と
母性看護専門看護師が取り組むべき研究
課題の理解①

これまでの演習を通して、臨床実践を変革できるような研究課
題の明確化を図る。
・研究成果の臨床での活用の実際と、今後取り組むべき研究課
題の理解

周産期における母子のプライマリケアと
緊急事態に対応できる能力を身につける
ための自己課題の明確化③

２年次の実習に向け、周産期における母子および家族への質の
高い看護を実践していく上での実習課題について討議し、自己
課題の明確化を図る。

母性看護専門看護師による研究活動の現
状と課題の理解③

母性看護専門看護師による研究活動の現状と課題、周産期母子
援助への研究成果の活用について学び、研究的に問題に対処す
る姿勢を養う。
・現在臨床で抱えている周産期母子援助における研究課題と、
これまで取り組まれている研究内容の理解

母性看護専門看護師による研究活動の現
状と課題の理解④

母性看護専門看護師による研究活動の現状と課題、周産期母子
援助への研究成果の活用について学び、研究的に問題に対処す
る姿勢を養う。
・現在臨床で抱えている周産期母子援助における研究課題と、
これまで取り組まれている研究内容の理解

専門領域の重要課題に関する研究動向と
母性看護専門看護師が取り組むべき研究
課題の理解②

これまでの演習を通して、臨床実践を変革できるような研究課
題の明確化を図る。
・研究成果の臨床での活用の実際と、今後取り組むべき研究課
題の理解

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑩

外来（産婦人科外来、助産外来、周産期精神科外来など）での
母性看護専門看護師の活動場面への参加観察を通じて、専門看
護師に求められる包括的・総合的な看護実践、卓越した看護実
践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑪

外来（産婦人科外来、助産外来、周産期精神科外来など）での
母性看護専門看護師の活動場面への参加観察を通じて、専門看
護師に求められる包括的・総合的な看護実践、卓越した看護実
践能力について理解する。

母性看護専門看護師の実践のプロセスと
看護実践能力の理解⑫

外来（産婦人科外来、助産外来、周産期精神科外来など）での
母性看護専門看護師の活動場面への参加観察を通じて、専門看
護師に求められる包括的・総合的な看護実践、卓越した看護実
践能力について理解する。

母性看護専門看護師による研究活動の現
状と課題の理解②

母性看護専門看護師による研究活動の現状と課題、周産期母子
援助への研究成果の活用について学び、研究的に問題に対処す
る姿勢を養う。
・現在臨床で抱えている周産期母子援助における研究課題と、
これまで取り組まれている研究内容の理解

母性看護専門看護師による研究活動の現
状と課題の理解①

母性看護専門看護師による研究活動の現状と課題、周産期母子
援助への研究成果の活用について学び、研究的に問題に対処す
る姿勢を養う。
・現在臨床で抱えている周産期母子援助における研究課題と、
これまで取り組まれている研究内容の理解

周産期における母子のプライマリケアと
緊急事態に対応できる能力を身につける
ための自己課題の明確化①

２年次の実習に向け、周産期における母子および家族への質の
高い看護を実践していく上での実習課題について討議し、自己
課題の明確化を図る。

周産期における母子のプライマリケアと
緊急事態に対応できる能力を身につける
ための自己課題の明確化②

２年次の実習に向け、周産期における母子および家族への質の
高い看護を実践していく上での実習課題について討議し、自己
課題の明確化を図る。

専門領域の重要課題に関する研究動向と
母性看護専門看護師が取り組むべき研究
課題の理解③

これまでの演習を通して、臨床実践を変革できるような研究課
題の明確化を図る。
・研究成果の臨床での活用の実際と、今後取り組むべき研究課
題の理解

専門領域の重要課題に関する研究動向と
母性看護専門看護師が取り組むべき研究
課題の理解④

これまでの演習を通して、臨床実践を変革できるような研究課
題の明確化を図る。
・研究成果の臨床での活用の実際と、今後取り組むべき研究課
題の理解

専門領域の重要課題に関する研究動向と
母性看護専門看護師が取り組むべき研究
課題の理解⑤

これまでの演習を通して、臨床実践を変革できるような研究課
題の明確化を図る。
・研究成果の臨床での活用の実際と、今後取り組むべき研究課
題の理解


